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冒頭，この教科書は「最先端の研究論文が読め
るところまで実力が高められることを目指した」
とある．研究会などで見聞きする相対論やブラッ
クホールの理論的な話は身近な教科書では網羅さ
れておらず，webで適当な文献を探す人が多いの
ではないだろうか．ただ，それでは体系的に理解
するのが難しいだろう．相対論やブラックホール
の教科書は山ほどあるが，最先端の研究論文を読
み解くには足りない部分があって，それを補うこ
とが本書の目的だと考えると，まさに時流にあっ
た一冊のように思われる．
著者の御三方はブラックホール研究の第一線で
活躍されているだけでなく，啓蒙活動や観測との
連携にも熱心に取り組まれており，著書全体を通
じて，後進や観測屋への配慮や造詣が垣間見え
る．第1章で「ブラックホールの概要」をわかり
やすく解説し，第2～3章は「相対論&相対論的流
体力学」，第5～7章は「一般相対論的電磁流体力
学」，第8～10章は「一般相対論的ボルツマン方程
式から一般相対論的輻射輸送」について簡潔にま
とめられている．
本書の一つの特徴は，抽象的な概念や方程式を

提示するだけではなく，具体例を添えている点で
ある．例えば，第2章は一般相対論について簡単に
まとめてあるが，粒子の自由運動の例を添えてあ
り，直後に具体例と繋がっていることで読みやす
く感じる読者もいるであろう．視覚的なわかりや
すさも随所に取り入れられている．第2章のまがっ
た時空での光線の軌跡について，ブラックホール
に吸収される割合が図示化されていることで，数
式だけの説明よりは，直感的にわかりやすい．
本書の二つめの特徴は，最先端，である．第2
章の最後に，ブラックホール連星合体からの重力
波の観測結果についても説明があり，今までの教
科書にはない部分であろう．他にも，やや専門的
であるが，第7章では，ブランドフォード‒ナエク
機構によるブラックホールの回転エネルギーの引

き抜きに関する當真・高原（2017）の結果につい
て脚注で解説している．その他，2019年の文献
まで含まれていて，出版の最後までキャッチアッ
プされて書かれているのが素晴らしい．
本書の最後の特徴は，どういう意識で式変形を
しているかを随所に教えてくれることである．例
えば，第5章4節で，「一般相対論の磁力線の定義
は特殊相対論と同じでよいか」という問題提起を
してから，解説をしていることで，式変形の背後
の意識の流れがわかって読みやすい．
出版が2019年2月なので，イベントホライゾン
テレスコープ（EHT）の結果はないが，第9章に
ブラックホールシャドウの解説がある．シャドウ
の見え方が，ニュートン重力のみ，特殊相対論の
み，光の軌道の湾曲のみ，すべての効果を取り入
れた場合など，どのように変わるのかをイメージ
を添えて解説しており，大変わかりやすい．
EHTの結果を知って，ブラックホール研究をや
りたいと思った若い人にはオススメである．
第9章で，輻射テンソルは運動量積分された量

であり，「光子が湾曲時空を自由伝搬する場合は，
運動量積分された物理量では正しく記述できない」
と解説がある．脚注で半ページも書かれていて，
細かいけど伝えたいことなのだろう．どういう近
似をなされて計算された結果なのか，改めて意識
を高く持つことが大切だと感じるページであった．
この分野は高橋姓の研究者が，著者以外に，高
橋真聡（愛教大），髙橋博之（駒沢大）などもおら
れるので，後世の人でも簡単に見分けられる記述
方法はないものだろうか（どーでもよい感想）．
真面目な感想としては，本書は，本当にブラッ
クホール研究を志す人向けに書かれており，一読
で全部わかる人は，読む前から専門家の方以外に
はあまりいないと思われるが，知っておくべき概
念や事項のマップは十分に手に入り，頭の中が整
理されることは間違いないであろう．
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